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質疑・一般質問

ＨＰ → 議案の一覧・結果（令和２年度）→ ３月特別会議 → 意見書

　 3月特別会議に提出された意見書案 1件を可決しました。
▶　大戸川ダムの早期建設を求める意見書

意　　見　　書

答　
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
情
報
発
信
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
お
お
つ
で
情
報
発
信
に
努
め

て
き
た
。
今
後
も
市
が
保
有
す
る
各
種
媒
体

を
用
い
て
、
報
道
機
関
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

市
民
の
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
、
適
切
か
つ

丁
寧
な
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

文
化
団
体
派
遣
事
業
の

積
極
的
な
推
進
を

　
市
民
ネ
ッ
ト
21 

船　
本　
　
　
力

問　
本
事
業
は
学
校
な
ど
に
文
化
連
盟
加
盟

団
体
を
派
遣
し
、演
奏
会
な
ど
を
行
い
、文
化

活
動
の
裾
野
を
広
げ
る
新
事
業
で
あ
り
、コ

ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
な
が
ら
推
進
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。受
け
入
れ
側
へ
の
周
知
方
法

や
感
染
対
策
を
含
め
た
運
営
方
針
は

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
を
活

用
し
、
本
事
業
に
参
加
す
る
文
化
活
動
団
体

を
周
知
す
る
。
ま
た
、
本
市
の
施
設
お
よ
び

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
感
染
症
の
対
策
方
針
に

従
い
、
文
化
活
動
団
体
の
方
々
が
安
心
し
て

参
加
で
き
る
よ
う
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
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賛成・反対の双方があった議案について表示します。（○･･･賛成、●･･･反対）

賛 否 の 公 表

※　議長は表決に加わらないため「/」と表示しています。
※　会派の名称：公明党（大津市議会公明党議員団）、共産党（日本共産党大津市会議員団）、協（協生会）、清（清正会）、立（立志会）
※　会派名は議決時点の所属会派を表示しています。

高
齢
者
の
視
点
に
立
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
施
策
の
推
進
を

　
立 

志 

会 

青　
山   

三
四
郎

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
む
今
日
、
高
齢
者

を
孤
独
化
・
孤
立
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

民
間
団
体
の
協
力
の
も
と
で
、
高
齢
者
が
Ａ

Ⅰ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
簡
単
に
活
用
で
き
、
す
ぐ
に

欲
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
が
必

要
に
な
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は

答　
高
齢
者
が
た
ち
ま
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
高
齢
者

を
中
心
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
機
器
操
作
に
不
慣
れ
な
方
を
対
象
に

操
作
習
熟
な
ど
を
目
的
と
し
た
出
前
講
座
の

具
体
化
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
く
。

琵
琶
湖
文
化
館
の
移
転
予
定
地
に

隣
接
す
る
市
有
地
の
有
効
活
用
を

　
清 

正 

会 
谷　
　
　
祐　
治

問　
琵
琶
湖
文
化
館
移
転
予
定
地
に
隣
接
し
、

土
地
開
発
公
社
の
解
散
時
に
は
多
額
の
損
失

を
与
え
た
塩
漬
け
土
地
は
、県
道
か
ら
の
接

道
状
況
や
そ
の
敷
地
形
状
か
ら
も
、浜
大
津

お
よ
び
市
全
体
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
、

県
有
地
で
あ
る
大
津
港
港
湾
業
務
用
地
と
一

体
的
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
は

答　
当
該
市
有
地
の
利
用
は
、
県
の
意
向
を

確
認
し
な
が
ら
、
必
要
な
協
議
を
進
め
、
こ

の
地
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
価
値
の
創
造
を

図
り
、
立
地
特
性
を
生
か
し
た
本
市
の
ゲ※

ー

ト
ウ
ェ
イ
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

文化団体派遣事業での活躍が期待
される文化活動団体の活動例

※ゲートウェイ　出入り口、玄関口。この場合、浜大津周辺を「陸上、湖上交
通の結節点であり歴史や文化をつなぐ滋賀・大津の玄関口」と捉えた表現


